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下水道カーボンハーフ実現に向けた

地球温暖化対策検討委員会（第２回）

省エネルギー・再生可能エネルギー

設備等の視察

令和４年６月２３日

東京都下水道局
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（1）森ヶ崎水再生センター
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２ 視察行程

（1）視察内容
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１ 視察施設の概要
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送泥ライン

芝浦水再生センター

森ヶ崎水再生センター

南部スラッジプラント

芝浦処理区

世田谷区 目黒区

品川区

大田区

渋谷区

杉並区
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森ヶ崎処理区

野川処理区

〇森ヶ崎水再生センターは、森ヶ崎処理区と流域下水道・野川処理区の下水を処理
〇森ヶ崎水再生センターで発生した汚泥は、芝浦水再生センターからの汚泥とともに

南部スラッジプラントで処理

（1）森ヶ崎水再生センター①



西施設

東施設

東京モノレール
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東京湾

〇国内最大の水再生センター 処理能力：154万m3/日 （東）106万m3/日 （西）48万m3/日
〇再生可能エネルギー（消化ガス発電・太陽光発電・小水力発電）で約2,200万kWh/年を発電

（森ヶ崎水再生センターの年間使用電力量約1億kWhの約20％に相当）

（1）森ヶ崎水再生センター②



○ 芝浦・森ヶ崎水再生センターの水処理過程で発生する下水汚泥を処理 （約4万m3/日)
○ 減量化のため、下水汚泥を濃縮・脱水し、全量焼却 （約900 t/日）
○ 焼却灰はセメント等の原料として可能な限り資源化し、残りを埋立処分
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（2）南部スラッジプラント



２ 視察行程
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（1）視察内容
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１ 森ヶ崎水再生センター

・消化ガス発電、消化槽

・反応槽(ばっ気システムの最適化等)

・太陽光発電

・小水力発電

２ 南部スラッジプラント

・省エネルギー型濃縮機

・省エネルギー型焼却炉



①消化ガス発電

（2）森ヶ崎水再生センター（東施設）視察行程

②消化槽

③太陽光発電
反応槽

（ばっ気システムの
最適化等）

④小水力発電

南部スラッジ
プラントへ

視察行程
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（3）南部スラッジプラント視察行程
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視察行程

森ヶ崎水再生
センターより

⑤省エネルギー型濃縮機

⑥省エネルギー型焼却炉



３ 省エネルギー・再生可能エネルギー

設備の概要
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2004 2010 2017

微細気泡散気装置の導入 　 ★ ★

省電力型撹拌機の導入 　 ★ -

ばっ気システムの最適化 　 ★ ★

準高度処理の導入 ★ ★

新たな高度処理技術の導入 ★ ★

省エネルギー型濃縮機の導入 　                   ★★ ★

省エネルギー型脱水機の導入 　                   ★★ ★

汚泥の低含水率化 　                   ★★ -

重油から都市ガスへの燃料転換 　 ★ -

水再生センターにおける施設全体でのエネルギー管理 ★ ★

維持管理の工夫    ★ -

共通 太陽光発電    ★ ★

水処理 小水力発電    ★ ★

消化ガス発電 ★ ★

汚泥炭化    ★ ★

汚泥ガス化 ★ ★

汚泥焼却時の廃熱を活用した発電    ★ ★

アーバンヒート    ★ ★

下水の持つ熱エネルギーの活用    ★ ★

汚泥の高温焼却    ★ -

汚泥処理のユニット化 ★ -

エネルギー自立型焼却炉の導入 ★ ★

省エネルギー型焼却炉の導入 ★ ★

広域的な運用による焼却炉の効率化 ★ ★

主な取組一覧
アースプラン スマート

プラン

省エネルギーの徹底

水処理

汚泥処理

共通

処理工程・方法の
効率化

（環境に配慮した
焼却炉の導入）

汚泥処理

再生可能エネルギーの
活用

下水汚泥 汚泥処理

下水熱 水処理

（1）アースプラン・スマートプランでの主な取組例

★：取組開始11



(2)消化ガス発電
概 要：下水処理過程で発生した消化ガスを燃料に活用した常用発電事業（PFI事業）
出 力：3,200kW （令和3年度発電実績：約2,000万kWh/年）
運用開始：平成16年4月

消化槽

水処理

発電機

ガスタンク

汚泥

消化ガス 消化ガス

消化槽

発電機

12消化ガス発電のイメージ



(3)反応槽(ばっ気システムの最適化等)

概 要：微細気泡散気装置と送風機の適正な組合せにより電力使用量を削減
※準高度処理の導入にも該当

設置場所：東施設反応槽 （全11槽のうち7槽に導入済）
運用開始：平成19年より順次稼働

微細気泡散気装置

従来の散気装置 微細気泡散気装置 13

ばっ気システムの最適化のイメージ



(4)太陽光発電

設置場所：東施設反応槽覆蓋上部
出 力：1MW級（令和3年度実績：約120万kWh/年）
運用開始：平成28年4月

太陽光発電設置場所

14



(5)小水力発電

設置場所：東・西施設放流きょ
出 力：（東）110kW×2台、22kW×2台 （西）11kW×1台（令和3年度実績：約80万kWh/年）
運用開始：平成17年6月より順次稼働

15

発電機

発電機

水車

小水力発電(立軸)のイメージ



(6)省エネルギー型濃縮機

型 式：ベルト型ろ過濃縮機
概 要：重力を利用したろ過濃縮により、電力使用量を大幅に削減
設置場所：機械濃縮A棟 （8台のうち3台に導入済）
運用開始：令和3年4月より順次稼働

濃縮汚泥分離液

ベルト型ろ過濃縮機のイメージ
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(7)省エネルギー型焼却炉
型 式：高温省エネ型焼却炉（第二世代型焼却炉）
概 要：燃焼方式などを改善することにより温室効果ガスを大幅に削減

※汚泥処理のユニット化にも該当

処理能力：300t/日
運用開始：令和元年7月
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焼却炉のイメージ



質疑応答
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４ 今後のスケジュール
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今後のスケジュール（予定）

○ 委員会（第１回） 4月26日開催
・地球温暖化対策の現状と今後の検討課題

○ 委員会（第２回） 6月23日開催
・省エネルギー・再生可能エネルギー設備等の視察

○ 委員会（第３回） 7月
・省エネルギーや再生可能エネルギー、N2O等の排出削減を促進する方策

・2030年までの具体的な取組と2050年ゼロエミッションを見据えたビジョン

○ 委員会（第４回） 10月
・2030年における温室効果ガス排出量とエネルギー消費量等の見通し

○ 委員会（第５回） 12月
・とりまとめ
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